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１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年４月２６日（土） 午前９時１０分～午前１０時４５分 

            ・授業参観 

            ・自己紹介 

・学校経営方針について 

・令和７年度学校行事について 

・質疑応答・意見交換 

 

（２）第２回実施日時 令和７年９月２０日（土） 午前９時００分～午後１２時４０分 

・授業参観 

・道徳授業地区公開講座 

・後期の教育活動について 

・質疑応答・意見交換 

 

（３）第３回実施日時 令和８年２月１４日（土） 午前１１時００分～午後２時００分 

・授業参観 

・学校評価委員会 

・質疑応答・意見交換 

 

 

２ 参加者 

第１回 学校評議員 若林研司 様、栃木康昌 様、赤間淳 様、島添奈緒子 様、山本礼子 様、 

    龍花千鶴 校長、山下浩 副校長 

第２回 学校評議員 若林研司 様、栃木康昌 様、赤間淳 様、島添奈緒子 様、山本礼子 様、 

       龍花千鶴 校長、山下浩 副校長 

第２回 学校評議員 若林研司 様、栃木康昌 様、赤間淳 様、島添奈緒子 様、山本礼子 様、 

       龍花千鶴 校長、山下浩 副校長 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

◎学校の雰囲気につい

ては、四者とも昨年

度より肯定的な評価

・次年度は、現状の楽し

さを維持しつつ、この

「楽しさ」の中身（何

・傾聴と対話と信頼関

係を築くということ

によって、来年度以降



について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

が上昇した。児童が

学校生活を楽しみ、

それを周囲の大人が

実感できている点

は、教育活動の根幹

において大きな成果

と言える。 

⦿教職員の対応につい

ては、四者とも肯定

的評価が 94％以上と

なった。四者間の信

頼関係が安定してい

ることが、学校運営

の強固な基盤となっ

ていると考えられ

る。ただし、高学年

で、昨年度と比較す

ると 1.4 ポイントの

マイナスとなった。 

に達成感を感じてい

るか等）を具体的に保

護者へ伝える機会を

増やし、より信頼を得

られるように努力す

る。  

 

・今後もこの高い評価

を維持していくため

に、日頃から傾聴と対

話をより一層心掛け

る。特に、高学年に対

しては、結論を急がず

丁寧な対応をし、より

信頼関係を築くこと

ができるように学校

全体で取り組んでい

く。 

の変化を期待してい

る。 

・数字的な比較で上が

り下がりはあるが、学

校には、いろいろな子

がいるので、丁寧に見

取っていくことを大

切にしてほしい。 

 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

⦿昨年度と比べ、肯定

的評価が、保護者で

は 6.4 ポイントのマ

イナス。地域では、

4.8 ポイントのプラ

スとなった。保護者

の評価が下がったこ

とは、後の質問にあ

る、心の教育や学習

指導、体育健康教育

の質問でも下がって

いることと関係して

いると考える。保護

者の期待しているも

のに、これらが到達

できていなかったた

め、教育目標が実態

に合っていないと判

断されたのだと思

う。 

・教育目標について、年

度当初の保護者会で

丁寧に説明したり、学

校ホームページなど

を活用し、地域にも発

信したりし、理解して

いただけるようにし

ていく。また、校内研

究や、各分掌等の取組

の様子について、積極

的に発信し、学校の取

組を地域や保護者に

より見えるようにし

ていく。 

・教育目標は、保護者か

らすると見えにくい

ものである。昨年に比

べ、回収率は上がって

いるので、もしかした

ら、その分、分からな

いという評価が多く

なっているのかもし

れない。 

・改善案にある通り、そ

ういった取組をして

いることを発信して

いくことを継続する

ことが不可欠である。 

・教育目標の言葉につ

いても具体的に分か

りやすく伝えていく

ことが大切である。 

 

Ⅲ 心の教育について ⦿低学年・高学年・教職 ・特別の教科「道徳」の ・先生たちの実感と保



・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

員で、95％以上の肯

定的評価を得た。教

職員一人ひとりが児

童の心を育てること

を重要事項と捉え、

発達段階に合わせた

指導を行っている成

果と捉える。一方で、

保護者においては、

肯定的評価が 88.4％

と９割を下回り、昨

年度との比較でも

3.1 ポイントのマイ

ナスとなった。これ

は、学校での指導内

容が、家庭での子ど

もの様子に十分に結

びついていないため

と考える。 

授業だけでなく、異学

年交流や地域行事へ

の参加を通じ、他者と

深く関わる中で、相手

を思いやる心情の育

成を目指す活動を充

実させていく。また、

保護者には、特別の教

科「道徳」について、

積極的に発信してい

くとともに、道徳授業

地区公開講座を充実

させ、地域・保護者・

学校がともに考えて

いけるものにしてい

く。 

護者の実感に、少しさ

があるように感じた。 

・道徳授業地区公開講

座の実施の仕方で、子

どもたちも講演を聴

くというのはどうか。

そうすると、講演会に

保護者も来やすくな

り、一緒に考える機会

を設けることも効果

があると思う。 

・保護者は、学校での友

達関係やトラブルに

対してどのように教

育しているかを考え

ていると思う。そうし

た面で心配に感じて

いる部分がマイナス

として出たのではな

いか。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

⦿児童については、低

学年・高学年ともに

肯定的評価が 93％以

上と、高水準の結果

が出ており、日々の

授業の改善や充実の

成果が出ていると捉

えることができる。

保護者については、

肯定的評価が前年比

マイナス 4.8 ポイン

トで、85.5％となっ

た。しかし、目黒区学

力調査において、正

答率はほとんどの学

年で目黒区の平均を

上回るとともに、ど

の学年も昨年度の正

答率を上回ってお

り、学力の向上につ

・学校教育支援員の配

置に際し、児童の学習

面に限らず、学校生活

を包括的に支援でき

るように効果的に配

置していく。 

・教員の授業力向上の

ため、校内 OJT を強化

し、授業実践の具体的

な場面（発問や支援方

法）などについて、話

し合えるように、組織

的に取り組んでいく。 

・デジタルドリルなど

を活用し、家庭学習と

の連動を強化すると

ともに、保護者にも協

力依頼する。また、本

校の学習の状況につ

いて、分かりやすく発

・デジタルドリルを計

画的に行い、そうした

ことを保護者に着実

に伝えていくことが

大切である。 

 



いて、一定の成果を

得ていると捉えてい

る。 

信し理解を得られる

ように努める。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

⦿前年度に比べ、肯定

的評価が、保護者で

マイナス3ポイント。

高学年児童で、マイ

ナス 1.6 ポイント。

教職員で、マイナス

6.2 ポイントであっ

たが、高学年児童以

外は、いずれも 92％

以上という高い水準

であった。また、東京

都統一体力テストに

おいては、男子はい

ずれの種目も、多く

の学年で東京都及び

全国の平均を上回っ

た。女子は、握力が平

均を下回ったが、そ

れ以外は、多くの種

目で平均を上回っ

た。学校として取り

組んできた「パワー

アップタイム」が一

定の成果を上げてい

ると考える。また、養

護教諭から発信され

る「保健だより」にお

いて、主に健康につ

いて周知してきたこ

とも、児童・保護者の

意識の向上に効果が

あり、肯定的評価の

高い水準を維持して

いることにつながっ

たと思う。 

・体力テストの結果に

ついて、体育部を中心

に分析し、平均を下回

った種目の向上に向

けた取組を検討して

いく。 

・パワーアップタイム

などの体育的な取組

において、より効果的

に行えるよう、工夫し

ていく。 

・学校公開などで、体育

的な取組を保護者に

公開する機会を設け

たり、体力テストの結

果の見方などについ

て、分かりやすく発信

したりし、保護者に成

果を実感することが

できる機会を増やす。 

・学校公開の中休みに、

全校児童がマラソン

（ペースランニング）

をしているところを

参観できた。人数の多

い学校だと全校が同

時に実施するのは難

しいと思う。こうした

取組を保護者の方も

参観できて良かった

し、いろいろな学年が

触れ合うこともでき

る場にもなっていた。 

・体力テストの結果も

悪くなかったのなら、

マイナスの要素が他

の理由なのかもしれ

ない。もしかしたら、

保護者には見えにく

く、分からないという

回答が多くなってい

たのかもしれない。 

・握力が低かったとあ

ったが、日頃からでき

ることとして、掃除の

際、雑巾をしっかり絞

ることが効果的であ

る。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

⦿保護者、児童、教職員

ともに、93％以上の

・特別活動部が中心と

なって、行事や特別活

・この項目については、

学校現場をよく知る



年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

肯定的評価であっ

た。地域においては、

前年と比較し、2.5 ポ

イント上昇したが、

83.8％という肯定的

評価であった。これ

は、委員会活動やク

ラブ活動など、地域

に発信していないた

め、判断できない、分

からないという回答

があったためと思わ

れる。 

動において、児童のア

イディアを募ったり、

児童が主体となって

計画したりできるよ

うにし、当事者意識を

醸成していく。 

・クラブ活動や委員会

活動において、積極的

に地域の人材を活用

したり、学校ホームペ

ージなどで積極的に

取組の様子を発信し

たりしていく。 

人でないと評価し辛

いところだと思う。だ

からこそ、いろいろな

形で、学校の様子や取

組をお知らせしてい

くことが必要である。 

 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

⦿肯定的評価が、高学

年で 4.4 ポイント下

がった。高学年にな

ると、児童が自身や

学級などを振り返る

ようになり、規律の

乱れを一部感じてい

ると思われる。一方、

地域では、肯定的評

価が 16.5％上がっ

た。地域との連携が

増えたことによるも

のと考える。 

・今年度、「学校生活の

きまり」について、代

表委員会の児童が中

心となって意見をま

とめ、来年度から取り

入れるようにした。今

後も継続し、自分たち

で決めたことを自分

たちで実行し、学校の

規律について再確認・

再構築していく。 

・今後も、子どもたち主

体で、自分たちの生活

を振り返りながら、生

活指導を行ってほし

い。また、保護者の理

解が得られるように

していくことが大切

である。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎安全教育について

は、保護者からの肯

定的評価が 2.8 ポイ

ント上昇し、98.3％

の方から評価をいた

だいた。年間の計画

に従い、確実に安全

指導・避難訓練を行

ってきたことやその

ことについて学校ホ

ームページなどで発

信してきたことでご

理解いただけたと考

える。 

・高い評価を維持でき

るように、生活指導部

を中心に、安全指導や

避難訓練の内容につ

いて、多様な災害を想

定し、児童が自ら判断

したり振り返ったり

するなどの工夫をし

ていく。 

 

・避難訓練をはじめと

する防災・防犯意識を

しっかり育てるため

にも、マンネリ化しな

いようにすることが

大切である。世の中も

変わっていくので、常

に最新の情報を取り

入れながら、実施して

ほしい。 

・保護者の方と児童が

一緒に取り組めるよ

うな防災訓練があっ

ても良いのではない



◎事件・事故の防止に

ついては、肯定的評

価が保護者で 1.8 ポ

イント下がったが、

四者とも 94％を超え

る高い水準となっ

た。特に、児童は、低

学年・高学年ともに、

10 ポイント近い上昇

となり、児童の意識

の高まりを感じる。 

か。 

 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

●幼・保・小・中の連携

については、保護者

からは見えにくいと

ころのためか、肯定

的評価が 4.1 ポイン

ト下がった。 

・幼・保・小・中の連携

については、引き続き教

員間の連絡を密に行っ

ていく。来年度の校内研

究で行うこども園との

連携の取組の様子につ

いて、学校ホームページ

などを活用して積極的

に発信していく。 

・中学校との連携も今

まで一緒に挨拶運動

などを行ってきたが、

今は、校区が変わって

簡単に行き来ができ

る距離ではなくなり、

難しくなってしまっ

ている。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

⦿保護者・地域ともに、

肯定的評価が 94％以

上という高い評価を

得た。学校ホームペ

ージや学校便り、各

担当からの発信が着

実に届いている点が

大きな成果と考え

る。教職員の評価が

12.5 ポイント下がっ

た。これは、学校の様

子を教員が主体的に

発信できていないこ

とに起因すると捉え

る。 

・次年度は、学校だより

の形式を改善し、学校

からの配布物の内容

や数を精査し、より分

かりやすく発信して

いく。また、学校ホー

ムページの学校日記

で各学年の児童の様

子を教員からも発信

できることを検討し

ていく。 

・データ主義になった

ことで配信される数

がとても多い。便利で

いつでも見られる一

方で、後回しにしてし

まい貯まっていくと

いうこともあると思

う。紙で配布して、子

どもが親に出さない

ということもあった

が、紙で置いてある

と、ちょっとした時に

読もうとなる。情報発

信として、ペーパレス

も善し悪しを感じる。 

・Home & School の既

読率をしっかりと把

握し、お知らせを確実

に目にしてもらう工

夫が必要である。 



Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

⦿肯定的評価が前年度

に引き続き、100％と

なった。日常的な校

内での研修や OJT を

通して、児童理解や

授業改善等を行えて

いる表れだと考え

る。人材育成の質を

維持するために、研

修時間の確保や業務

負担の軽減などが今

後の課題として上げ

られる。 

・次年度は、日々の教員

の日常的な研修だけ

でなく、経験年数の少

ない教員を中心とし

た若手研修を計画的

に行っていく。組織全

体で、経験年数の少な

い教員を支えるとと

もに、教員一人ひとり

が教え合い、学び合う

風土を醸成していく。 

・日々の継続が大切で

ある。継続していくこ

とによって力が付い

ていくものだと思う。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

⦿肯定的評価が昨年度

に比べ、12 ポイント

下がった。成果とし

ては、依然として8割

以上の肯定感を維持

しているものの、教

職員が自身の業務に

ついて密度が高くな

っていると感じてい

ることが評価の低下

につながっていると

思われる。 

・今年度末に行う年度

末反省で出された、校

務分掌の見直しを行

い、業務の偏りや負担

を改善していく。ま

た、会議や報告書など

の削減やデジタル化

をより進め、教員が児

童に向き合ったり、授

業の準備をしたりす

るための時間や心の

余裕をもてるように

する。 

・現場の先生方は、働き

方改革をしなければ

いけないと思いなが

らも、つい業務に取り

組んでしまうところ

があるのではないか。 

・学校として、全体で働

き方改革に取り組み、

時間内で終わらせる

ようなシステムづく

りをさらに進めてほ

しい。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

⦿肯定的評価が前年度

に引き続き、100％を

維持している。服務

事故を起こさないよ

うにしようという規

範意識が教職員の中

に浸透していること

は学校経営上の大き

な成果である。しか

し、「Ⅹ 教員の働き

方改革について」で、

数値が下がったこと

からも適切な労働環

境を維持し、多忙に

・「気を付ける」という

意識だけでなく、物理

的なシステムを築い

ていく。また、ダブル

チェック体制を日常

化させ、服務事故防止

研修を充実させてい

く。 

・意識を高めるために、

さらなる研修を継続

的に進めていくとい

うことに尽きると思

う。 



よる疲弊や注意力の

欠如などにつながら

ないようにしていく

必要があると考え

る。 

 


